
監査結果に関する措置状況報告書

報　告　番　号：報告監４の第16号

監 査 の 対 象：令和３年度監査委員監査　大阪市高速電気軌道株式会社

所　管　所　属：都市交通局

通知を受けた日：令和４年６月30日

指摘№ 指摘等の概要 措置内容又は措置方針等 措置分類
措置日

（予定日）

１

１　物品の管理について改善を求めたもの

　本法人の物品の管理状況を確認したところ、現物確認の方法に関
する規程等を定めておらず、現物確認が行われていない部署があっ
た。

　[指摘事項１]
　本法人は、物品の管理対象及び管理方法を規程等で明確にされた
い。

　現行の備品管理の手引きについて、現物確認の方法に関する内容
を改訂し、20万円未満の物品管理方法について、各課長に周知し
た。

措置済 令和４年１月26日

2

２　経理に関する規則等の整備について改善を求めたもの

　今回の監査において本法人の経理規則の整備状況について確認し
たところ、令和２年度に予算管理業務を経理部から経営・事業管理
部に移管したことにより、経理規則の一部を改定する必要が生じた
にもかかわらず改定されていないため、規則と実務との間に乖離が
生じている。また、経理規則第47条に基づき制定された予算管理細
則においても、同様の業務移管により、細則の一部を改定する必要
が生じたにもかかわらず改定されていないため、細則と実務との間
に乖離が生じている。

［指摘事項２］
　本法人は、現在の業務内容と整合するよう、経理規則及び関係す
る細則を改定されたい。また、組織変更や業務移管が生じた際に、
関連する規程の改廃の必要性を適時に検討できる体制を講じられた
い。

(措置内容)
　経理規則及び予算管理細則について、実務との乖離が生じている
部分については、規則や細則の改正を実施した。

(再発防止策)
　組織変更や業務移管がある場合、事前に関連する規則や細則の改
正について、会社規則全体を所管する法務・総務部において改正が
必要な箇所をチェックし、各所管部において改正規則に漏れが無い
か、再度チェックを行ったうえで改正手続きを行うよう、体制を整
備した。

措置済 令和４年２月１日
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